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模
擬
授
業
、
漢
文「
両
頭
の
蛇
」で
の
多
層
的
な「
読
み
」

―
故
事
成
語
・逸
話
に
お
け
る「
文
学
を
文
学
と
し
て《
読
む
》」と
い
う「
座
標
軸
」―

荒
木

美
智
雄

一
、
は
じ
め
に
（
高
校
国
語
教
育
で
の「
漢
文
」
の
位
置
付
け
）

「
漢
文
」
と
は
何
か
。
な
ぜ
私
た
ち
は
、
高
校
の
国
語
で
学
ぶ
の
か
。
そ
れ
は
、

日
本
民
族
に
か
つ
て「
文
字
」
が
な
く
、
中
国
の「
漢
字
」
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
表
記
さ
れ
、
漢
字
・
漢
語
が
元
に
な
っ
て
や
が
て「
か
な
」
が
考
案
さ
れ
、
現

在
の「
日
本
語
」
を
成
立
さ
せ
た
源
泉
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
偉
大
な

古
代
思
想
・
広
範
な「
文
化
」
を
吸
収
し
、
日
本
人
の「
思
想
」
・「
情
操
」
を
豊

か
に
し
て
き
た
所
以
だ
か
ら
で
も
と
も
言
え
る
。

し
た
が
っ
て
、「
漢
文
」
は
、
本
来
外
国
語
で
あ
る
が
、
そ
の
訓
読
さ
れ
た「
文

字
」
は
す
で
に
現
在
、「
日
本
語
」
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
漢
文
は
日
本
民
族
の

「
古
典
」
だ
け
で
は
な
く
、
崇
高
な
表
意
文
字
（
象
形
性
故
）
た
る「
人
類
の
古

典
」
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
と
、
私
は
考
え
る
。「
日
本
語
」
を
学
ぶ
基

礎
・
基
本
は
、
古
文
の
元
で
あ
る
、「
漢
文
」
を
抜
き
に
し
て
は
、
語
れ
な
い
、
圧

倒
的
な「
史
実
」
が
こ
こ
に
あ
る
。

漢
文
学
習
の「
意
義
」
と「
目
的
」
に
つ
い
て
、
漢
文
学
者
の
田
部
井
文
雄
が
、

以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
参
考
に
し
た
い〈
註
１
〉
。

（
１
）
日
本
文
化
の
源
流
・
本
質
・
意
義
を
理
解
し
、
そ
の
発
展
・
推
進
の
高

い
指
標
を
得
る
た
め

（
２
）
現
在
の
言
語
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め

（
３
）
古
典
の
永
遠
性
・
世
界
性
に
学
ん
で
人
間
性
を
高
め
る
た
め
（
教
養
・

情
操
・
視
野
）

こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
漢
文
の「
読
解
・
鑑
賞
の
能
力
」
を
養
う

た
め
の
漢
語
の
基
礎
知
識
や
訓
読
の「
技
術
」
を
習
得
す
る
指
導
が
、
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
詳
細
は
、
模
擬
授
業
の「
両
頭
の
蛇
」
（
第
六
章
）
に

お
い
て
行
う
こ
と
と
す
る
。
そ
の
前
に「
言
葉
」
に
つ
い
て
若
干
、
私
論
を
述
べ
た

い
。二

、「
言
葉
」
と
は
何
か
、「
内
言
説
」
と
ソ
シ
ュ
ー
ル
「
言
語
学
説
」

前
述
（〈
註
１
〉
参
照
）
し
た
著
書
『
漢
文
教
育
の
諸
相
』
で
も
、「
日
本
語
の

現
在
と
漢
文
教
育
」
で
、
安
藤
信
廣
〈
註
２
〉
が
、
言
葉
と
は
、「
情
報
伝
達
」
だ

け
の
機
能
に
限
定
せ
ず
、「
認
識
」
過
程
に
及
ぶ
と
い
う
観
点
で
、
新
た
な
視

点
を
付
加
し
つ
つ
、
以
下
の
二
点
に
ま
と
め
て
論
じ
て
い
る
。

（
１
）
言
葉
の
伝
達
機
能
と
し
て
の「
情
報
」

（
２
）
人
間
が
知
覚
し
、
思
考
し
、
判
断
す
る「
認
識
」
過
程
の
全
体
（
＝
内
言

＝
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
）

し
か
し
、
私
は
こ
こ
で
も
う
一
点
付
加
し
た
い
。
そ
れ
は
、
（
３
）
ソ
シ
ュ
ー
ル
言

語
学
の「
言
葉
と
は
、
モ
ノ
の
名
で
は
な
く
仕
切
る
も
の
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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（
１
）
の
情
報
伝
達
は
、
最
も
顕
著
な
言
葉
の
働
き
を
指
し
て
示
し
、
理
解
し
や

す
い
が
、
（
２
）
は
、
特
に
ソ
ビ
エ
ト
の
心
理
学
者
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
が
提
唱
し
た
も

の
で
、
現
在
の「
国
語
教
育
」
に
お
い
て
も
根
幹
を
な
し
て
い
る
。
文
法
指
導
な

ど
は
、
表
面
的
な
知
識
の
注
入
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
内
言
＝
思
考
活

動
を
活
性
化
し
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
文
法
教
育
上
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
い
る
。

そ
こ
に
も
う
一
点
、
付
加
す
れ
ば
、
前
述
し
た「
言
葉
の
仕
切
り
」
と
い
う
ソ

シ
ュ
ー
ル
言
語
学
の
観
点
で
あ
る
。

ソ
シ
ュ
ー
ル
は
、
言
葉
は
も
の
の
名
（
カ
タ
ロ
グ
言
語
観
）
で
は
な
く
、「
仕
切

り
」
に
よ
っ
て
差
異
化
さ
れ
た
も
の
に
、
名
が
与
え
ら
れ
、
初
め
て
そ
の「
モ
ノ
」

が
存
在
す
る
と
主
張
す
る〈
註
３
〉
。

簡
単
な
例
を
出
せ
ば
、
日
本
語
の「
雨
」
、「
夕
立
」「
春
雨
」「
秋
雨
」「
氷
雨
」

な
ど
で
あ
る
。
海
外
で「
今
日
降
っ
て
い
る
が
、
こ
の
雨
は
何
と
い
い
ま
す
か
」
と

日
本
人
が
質
問
し
た
ら
、「
お
前
は
馬
鹿
か
。
雨
は
雨
だ
」
と
い
う
答
え
し
か
返

っ
て
こ
な
い
。
日
本
人
だ
け
が
、
四
季
折
々
の「
雨
」
を「
仕
切
る
」
こ
と
で
名
を

与
え
、
春
の
草
花
が
芽
吹
く
時
し
と
し
と
優
し
く
降
る
雨
を
特
別
に「
春
雨
」

と
い
う
言
葉
を
日
本
人
の
文
化
的
特
質
が
、
創
作
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
海
外
の
人
に
は
、
日
本
の
よ
う
な「
秋
雨
」「
氷
雨
」
な
ど
の
名
が
全
く
存
在

し
な
い
故
に
、
そ
れ
ら
の「
雨
」
自
体
も
存
在
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
話
を
漢

文
に
戻
し
、
こ
の
問
題
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

漢
文
で
よ
く
出
て
く
る「
也
」「
矣
」「
焉
」
と
い
う
助
字
（
置
字
）
が
あ
る
。
全

て
文
末
に
く
る「
断
定
」
の
意
を
表
す
漢
語
で
あ
る
。
三
者
と
も
安
易
に「
断

定
」
と
解
し
て
漢
文
を
口
語
訳
す
る
と
、
大
き
な
間
違
い
を
犯
す
。
中
国
人
は
、

こ
れ
ら
を
音
読
し
、
か
つ
、
漢
語
の
意
を
「
仕
切
」
っ
て〈
差
異
〉
に
よ
っ
て
内
言

化
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。

し
た
が
っ
て
日
本
人
も
ま
た
、
置
字
と
し
て「
音
読
の
回
避
」
で
、
そ
の
も
の
の

「
意
」
自
体
を
排
除
し
た
ら
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
者
と
も

「
漢
和
辞
典
」
で〈
差
異
〉
を
明
確
に
し
て
、
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
違

い
は
以
下
の
よ
う
に
な
る〈
註
４
〉
。

「
焉
」
…
言
い
切
る
感
じ
。
一
番
格
好
良
く
、
弱
い
意
気
高
揚
で
、
余
韻

あ
り
。

「
矣
」
…
キ
ッ
と
言
い
切
る
。
主
観
的
な
語
気
を
強
調
す
る
。

「
也
」
…
す
ら
り
と
言
い
と
ど
め
る
。
客
観
的
な
確
認
判
定
。

※
漢
字
を「
仕
切
り
」
で
論
じ
た
が
、
伝
統
的
な
国
語
教
育
の
読
解
で
は
、「
言

葉
の
形
象
を
豊
か
に
読
み
取
る
」
と
い
う
意
で
、
三
者
を
区
分
す
る
方
法
は
、

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

以
上
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の「
言
語
学
」
に
こ
こ
で
言
及
し
た
が
、
田
中
実
の『
小
説

の
力
―
新
し
い
作
品
論
の
た
め
に
』
（
大
修
館
）
な
ど
を「
中
心
に
、
新
た
な
読

解
論
が
多
く
の
国
語
教
師
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
彼
の「
読
解
論
」
も
ま
た
、

ソ
シ
ュ
ー
ル「
言
語
学
」
か
ら
き
て
お
り
、
そ
の
関
係
性
を
充
分
学
ぶ
必
要
は
あ

る
と
、
私
は
考
え
る
。

三
、「
故
事
成
語
」「
逸
話
」
の
読
解
方
法
と
し
て
の
「
三
方
法
」
論

今
回
の
論
考
は
、
漢
文
「
両
頭
の
蛇
」
を
取
り
扱
う
の
で
、「
故
事
成
語
」
に
は
、

入
ら
な
い
た
め
、「
故
事
成
語
」
及
び「
逸
話
（
寓
話
）
」
と
い
う
範
疇
で
、
こ
の
論
考

を
叙
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
故
事
成
語
」
な
ど
は
、
入
門
教
材
と
し
て
教
科
書
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
、

実
に
多
い
。
そ
こ
で
、「
訓
読
の
用
い
方
」「
書
き
下
し
文
へ
の
直
し
方
」
な
ど
の
基
本

事
項
を
教
え
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一
般
的
に「
故
事
成

語
」
の「
寓
話
的
な
面
白
さ
」
が
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
る
故
に
、
そ
の「
寓
話
」
が
ど

の
よ
う
に
喩
え
ら
れ
、
ど
ん
な
歴
史
的
な
背
景
で
用
い
た
の
か
と
い
う
「
故
事
成

語
」
の
背
景
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
研
究
者
は
、
多
い
。

私
も
そ
の
一
人
で
あ
る
が
、
代
表
的
な
指
摘
者
は
、
渡
辺
雅
之
氏
で
あ
る〈
註

５
〉
。「
故
事
成
語
」
の
寓
話
的
内
容
を
興
味
本
位
に
終
始
す
れ
ば
、
こ
ん
な
話

模
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（
イ
ソ
ッ
プ
的
童
話
等
）
は
、
故
事
成
語
の
意
味
だ
け
の
理
解
で
十
分
だ
と
考
え
ら

れ
た
り
、
作
品
の「
深
さ
」
か
ら
来
る
、
本
当
の
面
白
さ
を
回
避
さ
れ
る
傾
向
を

生
む
。
ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
い
う
「
学
問
体
系
」
故
の「
深
さ
」
か
ら
除
外
さ
れ

る
最
も
大
き
な
弊
害
は
、「
中
国
面
白
い
昔
話
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
る
安
易
な

「
学
び
」
（
軽
さ
）
の
蔓
延
で
あ
ろ
う
。
歴
史
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
現
在
で
も
汎

用
性
の
高
い「
故
事
成
語
」
は
、
寓
話
的
面
白
さ
、
そ
れ
以
上
に
、
深
い
歴
史
的
な

文
脈
（
歴
史
的
背
景
）
で
捉
え
る
こ
と
が
、
以
上
に
大
切
で
あ
る
と
氏
は
、
強
調

す
る
が
、
私
も
全
く
同
感
で
あ
り
同
意
し
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
学
び
方
の
方
法
は
、
❶
「
入
門
期
の
古
事
成
語
」
❷
「
古
事

成
語
の
背
景
」
の
二
点
が
上
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
も
う
一
点
、
私
が
考
え
る
❸

「
古
事
成
語
そ
の
も
の
を
、
文
学
作
品
と
し
て
そ
の
ま
ま
読
む
こ
と
」
を
提
示
し
た

い〈
註
６
〉
。
第
四
章
で
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

四
、「
古
事
成
語
の
背
景
」
と
「
文
学
作
品
と
し
て
の
寓
話
」
の
読
解

渡
辺
雅
之
氏
の
提
案
す
る「
故
事
成
語
の
背
景
」
を
重
視
す
る
授
業
は
、「
矛

盾
」
が
好
例
で
あ
る〈
註
７
〉
。
こ
ん
な
説
明
を
氏
は
し
て
い
る
。

盾
と
矛
を
最
強
だ
と
し
て
売
り
込
ん
だ
男
が
、
客
か
ら
そ
の
矛
で
盾
を
突
い
た

ら
ど
う
な
る
の
か
と
聞
か
れ
、
答
え
に
窮
し
た「
寓
話
」
。
こ
れ
は
、
孔
子
批
判
が

本
意
で
あ
る「
寓
話
」
と
な
っ
て
い
る
。

堯
の
統
治
下
で
、
舜
（
前
帝
）
が
境
界
線
の
紛
糾
を
見
事
解
決
す
る
等
、
三
点

の「
善
行
」
を
評
価
し
、
孔
子
が
感
嘆
し
つ
つ「
こ
の
三
つ
は
舜
の
本
職
で
な
い
の
に

舜
が
出
か
け
そ
れ
ら
を
成
し
た
の
は
、
弊
風
を
救
う
た
め
な
の
だ
。
舜
は
何
と
仁

者
で
は
な
い
か
」
と
評
価
し
た
。
一
方
〈
あ
る
人
〉
が
儒
者
に「
そ
の
時
、
堯
は
何
を

し
て
い
た
の
か
」
尋
ね
る
と
、「
堯
は
天
子
あ
っ
た
」
と
答
え
た
。〈
あ
る
人
〉
が「
そ

れ
な
ら
孔
子
が
堯
を
聖
人
だ
と
し
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
堯
が
聖
人
な
ら
世

の
中
は
う
ま
く
治
ま
っ
て
い
る
は
ず
。
民
の
弊
風
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
。
（
略
）
舜

を
賢
人
と
し
て
認
め
れ
ば
、
堯
の
明
察
力
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
逆
に
堯
を

聖
人
と
認
め
れ
ば
、
舜
の
民
へ
の
感
化
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
両
方
を
同
時

に
と
も
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
」
と
批
判
し
た
。

こ
の
話
の
後
、「
矛
盾
」
の
寓
話
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で「
深

さ
」
を
求
め
れ
ば
、
重
層
的
な
漢
文
の
読
解
が
可
能
と
な
る
と
い
う
「
思
考
」
に
賛

辞
を
送
り
た
い
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
凝
縮
し
た
内
容
は
、「
入
門
期
」
で
は
、
ほ

と
ん
ど
不
可
能
で
あ
り
、
二
・
三
年
の
履
修
内
容
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の「
時
代
背
景
」
に
対
し
て
私
が
提
案
す
る
の
は
、「
寓
話
」
を
喩
え
と

し
て
の
単
な
る「
語
り
」
で
は
な
く
、
そ
こ
に
隠
さ
れ
た
別
の
視
点
の「
文
学
的
意

味
付
け
」
を
考
え
る
と
い
う
「
読
解
」
で
あ
る
。
こ
の「
矛
盾
」
で
あ
れ
ば
、
商
人
が

あ
る
人
に「
矛
で
盾
を
突
け
ば
、
ど
う
な
る
」
と
い
う
難
題
を
受
け
、
ど
う
答
え

れ
ば
、
商
人
と
し
て
の「
誇
り
」
を
維
持
で
き
た
か
と
い
う
「
発
問
」
の
設
定
で
あ
る
。

ど
ん
な
時
で
も
、「
商
売
」
を
行
う
場
合
、
客
か
ら
の
難
題
を
突
き
付
け
ら
れ
、
当

惑
す
る
の
は
、「
日
常
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
克
服
す
る
の
も
作
品
の
中
の「
深
さ
」
を

探
究
す
る
要
素
が
、
こ
こ
に
な
る
。

商
人
の
誇
り
を
維
持
す
る
回
答
と
し
て
は
、
Ａ
と
Ｂ
二
つ
考
え
た
。
Ａ「
天
下
無

敵
の
矛
と
盾
、
両
方
が
火
花
を
散
ら
し
、
相
討
ち
と
な
っ
て
商
売
台
無
し
。
そ
ん

な
馬
鹿
な
問
い
に
応
え
ら
れ
な
い
よ
。
商
売
の
邪
魔
を
し
な
い
で
お
く
れ
」
（
商
売

人
の
本
音
論
・
売
り
方
論
）
と
拒
否
す
る
か
、
ま
た
は
、
Ｂ「
こ
れ
は
、
お
互
い
の
完

全
無
敵
を
表
現
す
る
喩
え
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
お
対
し
て
、
お
客
さ
ん
、
面
白
い

質
問
を
す
る
ね
。
ぜ
ひ
そ
の
智
慧
に
免
じ
て
こ
の
両
方
を
買
っ
て
自
分
で
試
し
て

お
く
れ
」
（
喩
え
論
）
な
ど
様
々
な
回
答
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
自
体
が
、
孔
子
批
判
（
答
え
に
窮
す
る
こ
と
）
が
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
か
ら
、

こ
の「
発
問
＝
商
人
の〈
誇
り
〉
や
〈
喩
え
〉
と
い
う
回
答
」
は
、
多
少
ず
れ
る
の
で
、

別
の「
寓
話
」
で
、
も
う
少
し
私
の
説
明
を
施
し
た
い
。
そ
の
寓
話
は
、
イ
ソ
ッ
プ
童

話
の「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
と
い
う
寓
話
で
あ
る
。
こ
の「
寓
話
」
に
対
し
て
読
解
の
方

法
論
（
文
学
作
品
を
文
学
と
し
て
読
み
解
く
）
、
そ
れ
は
私
が
提
案
し
た
次
の
、

「
思
考
」
の
三
要
素
。
つ
ま
り
、「
広
さ
（
多
面
的
思
考
）
」「
深
さ
（
因
果
関
係
の
思

考
）
」「
高
さ
（
俯
瞰
的
な
思
考
）
」
と
い
う
論
理
的
な〈
方
法
論
〉
を
駆
使
し
た
考

察
で
あ
る
。
そ
の
解
読
を
し
よ
う
。
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五
寓
話
、「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
を
文
学
作
品
と
し
て
の
読
解
「
案
」

日
本
人
は
、
こ
の
童
話
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
の
教
訓
と
し
て
は
、
す
ぐ
に「
ウ

サ
ギ
の
よ
う
に
油
断
す
る
な
。
カ
メ
の
よ
う
に
努
力
を
怠
る
な
」
と
な
る
は
ず

だ
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
全
く
正
反
対
の
結
論
を
出
す
。
そ
れ
は
、「
カ
メ
を

見
習
っ
て
は
イ
ケ
ナ
イ
。
何
故
な
ら
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
ウ
サ
ギ
を
起
こ
さ
ず

に
、
自
分
の
勝
利
の
た
め
に
身
勝
手
な
行
動
を
と
っ
た
か
ら
」
と
続
く
。
そ
れ

が
、
重
層
的
な
思
考
と
い
う
視
点
の「
広
さ
」
で
あ
る
。
自
分
の
視
点
だ
け
で

な
く
、
他
者
と
い
う
別
の
視
点
で
多
面
的
に
思
考
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
比
較

的
に
容
易
な
こ
と
で
あ
り
、
誰
で
も
が
試
み
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
に
、「
な
ぜ
」
と
い
う
視
点
の「
深
さ
」
で
あ
る
。「
ウ
サ
ギ
は
な
ぜ
カ
メ
に

負
け
た
の
か
」
。
ま
た
、
ウ
サ
ギ
が
油
断
し
て
寝
て
い
る
時
、「
な
ぜ
カ
メ
は
ウ

サ
ギ
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
視
点
の
考
察
で
も
あ
る
。

「
な
ぜ
」
と
い
う
「
深
さ
」
の
視
点
は
、
そ
の
機
能
の
限
界
性
と
し
て
は
穴
掘

り
の
如
く
、「
生
き
埋
め
」
と
い
う
狭
隘
さ
そ
の
も
の
を
内
在
さ
せ
る
欠
点
を

持
つ
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
問
い
は
、
同
次
元
、
か
つ
同
視
野
で
し
か
思
考
で
き

な
い
た
め
に
、「
問
い
」
の
質
的
変
化
が
で
き
ず
、
解
明
不
能
な
こ
と
が
生
じ
る

場
合
が
、
実
は
多
い
か
ら
で
も
あ
る
。

そ
の
時
、
俯
瞰
的
な
思
考
と
し
て
の
異
次
元
か
ら
の
再
考
察
を
行
う
「
高

さ
」
が
必
要
に
な
る
。
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
の
話
で
は
、
ラ
イ
バ
ル
論
を
論
破
す
れ
ば
、

新
た
な
視
点
が
登
場
す
る
。
そ
れ
が
、
両
者
は
ラ
イ
バ
ル
で
は
な
い
と
い
う
「
帰

結
」
で
あ
る
。
競
争
相
手
と
い
う
の
は
、
同
条
件
、
同
能
力
、
同
動
物
類
と
い
う

絶
対
条
件
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も「
ウ
サ
ギ
」
と「
カ
メ
」
が
競
争
し
、「
カ
メ
」
が
勝
つ
と
い

う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
カ
メ
が
勝
つ
た
め
に「
寝
て
い
る
ウ
サ

ギ
の
無
視
」
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
寓
話
の
成
立
絶
対
条
件
で
あ
り
、
こ
こ
に
こ

の
寓
話
自
体
の
価
値
も
あ
る
。
そ
の
教
訓
（
価
値
）
は
、「
も
の
（
勝
負
）
ご
と
に

は
、
絶
対
は
な
い
」
と
い
う
「
高
さ
」
故
の
、
こ
の
結
論
に
辿
り
着
く
。

有
名
な
例
と
し
て
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
日
本
の
試
合
で
あ
る
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

に
て
日
本
は
、
対
南
ア
フ
リ
カ
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
二
大
会
連
続
の「
奇
跡
」
を
起

こ
し
た
。
こ
れ
が
、
こ
の
寓
話
の
教
訓
、
す
な
わ
ち
、「
勝
負
は
や
っ
て
み
な
け
れ

ば
、
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
ん
な
授
業
を「
故
事
成
語
」
や
「
逸
話
」

で
実
践
を
行
な
っ
た
の
が
、
今
回
の「
両
頭
の
蛇
」
の
模
擬
授
業
で
あ
る
。

六
、
模
擬
授
業
「
両
頭
の
蛇
」
の
読
解

こ
こ
か
ら
の
実
践
記
録
は
、
北
海
学
園
大
学
の
教
職
過
程
「
教
育
実
習
実
践

指
導
Ⅱ
」
で
行
っ
た「
模
擬
授
業
」
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の「
講
義
」
を
受
け
持
っ
て

三
年
目
、
１
部
（
昼
）
と
２
部
（
夜
）
の
学
生
に「
教
育
実
習
」
の
実
践
指
導
と
い
う

形
で「
講
義
」
を
行
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、「
両
頭
の
蛇
」
で
あ
る
が
、
こ
の
教
材
に

は『
新
序
』
と『
蒙
求
』
の
２
種
類
あ
り
、
講
義
で
は
、『
新
序
』
を
取
り
扱
っ
た
。
こ

の
両
作
品
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
最
初
に「
原
文
」
の
資
料
と
し
て

「
書
き
下
し
文
」
二
種
類
を
掲
載
す
る
。

Ａ
孫
叔
敖
嬰
児
（
え
い
じ
）
た
り
し
時
、
出
遊
し
て
両
頭
の
蛇
を
見
、

殺
し
て
之
を
埋
む
。
帰
り
て
泣
く
。
其
の
母
其
の
故
を
問
ふ
。
叔
敖

対
へ
て
曰
は
く
、「
聞
く
、『
両
頭
の
蛇
を
見
た
者
は
死
す
。
』
と
。
嚮

者
（
さ
き
）
に
吾
之
を
見
れ
ば
、
母
を
去
り
て
死
す
る
を
恐
る
る
な

り
。
」
と
。
其
の
母
曰
は
く
、「
蛇
今
安
く
ん
に
か
在
る
。
」
と
。
曰
は

く
、
「
他
人
の
又
見
ん
こ
と
を
恐
れ
、
殺
し
て
之
を
埋
む
。
」
と
。
其

の
母
曰
く
、
「
吾
」
聞
く
、
『
陰
徳
あ
る
者
は
、
天
報
ゆ
る
に
福
を
以

て
す
。
』
と
。
汝
死
せ
ざ
ら
ん
。
」
と
。

長
ず
る
に
及
び
て
楚
の
令
尹
（
れ
い
い
ん
）
と
為
る
。
未
だ
治
め
ず

し
て
国
人
其
の
仁
を
信
ぜ
り
。

『
新
序
』

Ｂ
孫
叔
敖
嬰
児
た
り
し
と
き
、
出
遊
し
て
還
り
、
憂
へ
て
食
ら
は
ず
。

其
の
母
其
の
故
を
問
ふ
。
泣
き
て
対
へ
て
曰
は
く
、「
今
日
吾
両
頭
を

（
イ
ソ
ッ
プ
的
童
話
等
）
は
、
故
事
成
語
の
意
味
だ
け
の
理
解
で
十
分
だ
と
考
え
ら

れ
た
り
、
作
品
の「
深
さ
」
か
ら
来
る
、
本
当
の
面
白
さ
を
回
避
さ
れ
る
傾
向
を

生
む
。
ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
い
う
「
学
問
体
系
」
故
の「
深
さ
」
か
ら
除
外
さ
れ

る
最
も
大
き
な
弊
害
は
、「
中
国
面
白
い
昔
話
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
る
安
易
な

「
学
び
」
（
軽
さ
）
の
蔓
延
で
あ
ろ
う
。
歴
史
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
現
在
で
も
汎

用
性
の
高
い「
故
事
成
語
」
は
、
寓
話
的
面
白
さ
、
そ
れ
以
上
に
、
深
い
歴
史
的
な

文
脈
（
歴
史
的
背
景
）
で
捉
え
る
こ
と
が
、
以
上
に
大
切
で
あ
る
と
氏
は
、
強
調

す
る
が
、
私
も
全
く
同
感
で
あ
り
同
意
し
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
学
び
方
の
方
法
は
、
❶
「
入
門
期
の
古
事
成
語
」
❷
「
古
事

成
語
の
背
景
」
の
二
点
が
上
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
も
う
一
点
、
私
が
考
え
る
❸

「
古
事
成
語
そ
の
も
の
を
、
文
学
作
品
と
し
て
そ
の
ま
ま
読
む
こ
と
」
を
提
示
し
た

い〈
註
６
〉
。
第
四
章
で
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

四
、「
古
事
成
語
の
背
景
」
と
「
文
学
作
品
と
し
て
の
寓
話
」
の
読
解

渡
辺
雅
之
氏
の
提
案
す
る「
故
事
成
語
の
背
景
」
を
重
視
す
る
授
業
は
、「
矛

盾
」
が
好
例
で
あ
る〈
註
７
〉
。
こ
ん
な
説
明
を
氏
は
し
て
い
る
。

盾
と
矛
を
最
強
だ
と
し
て
売
り
込
ん
だ
男
が
、
客
か
ら
そ
の
矛
で
盾
を
突
い
た

ら
ど
う
な
る
の
か
と
聞
か
れ
、
答
え
に
窮
し
た「
寓
話
」
。
こ
れ
は
、
孔
子
批
判
が

本
意
で
あ
る「
寓
話
」
と
な
っ
て
い
る
。

堯
の
統
治
下
で
、
舜
（
前
帝
）
が
境
界
線
の
紛
糾
を
見
事
解
決
す
る
等
、
三
点

の「
善
行
」
を
評
価
し
、
孔
子
が
感
嘆
し
つ
つ「
こ
の
三
つ
は
舜
の
本
職
で
な
い
の
に

舜
が
出
か
け
そ
れ
ら
を
成
し
た
の
は
、
弊
風
を
救
う
た
め
な
の
だ
。
舜
は
何
と
仁

者
で
は
な
い
か
」
と
評
価
し
た
。
一
方
〈
あ
る
人
〉
が
儒
者
に「
そ
の
時
、
堯
は
何
を

し
て
い
た
の
か
」
尋
ね
る
と
、「
堯
は
天
子
あ
っ
た
」
と
答
え
た
。〈
あ
る
人
〉
が「
そ

れ
な
ら
孔
子
が
堯
を
聖
人
だ
と
し
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
堯
が
聖
人
な
ら
世

の
中
は
う
ま
く
治
ま
っ
て
い
る
は
ず
。
民
の
弊
風
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
。
（
略
）
舜

を
賢
人
と
し
て
認
め
れ
ば
、
堯
の
明
察
力
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
逆
に
堯
を

聖
人
と
認
め
れ
ば
、
舜
の
民
へ
の
感
化
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
両
方
を
同
時

に
と
も
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
」
と
批
判
し
た
。

こ
の
話
の
後
、「
矛
盾
」
の
寓
話
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で「
深

さ
」
を
求
め
れ
ば
、
重
層
的
な
漢
文
の
読
解
が
可
能
と
な
る
と
い
う
「
思
考
」
に
賛

辞
を
送
り
た
い
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
凝
縮
し
た
内
容
は
、「
入
門
期
」
で
は
、
ほ

と
ん
ど
不
可
能
で
あ
り
、
二
・
三
年
の
履
修
内
容
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の「
時
代
背
景
」
に
対
し
て
私
が
提
案
す
る
の
は
、「
寓
話
」
を
喩
え
と

し
て
の
単
な
る「
語
り
」
で
は
な
く
、
そ
こ
に
隠
さ
れ
た
別
の
視
点
の「
文
学
的
意

味
付
け
」
を
考
え
る
と
い
う
「
読
解
」
で
あ
る
。
こ
の「
矛
盾
」
で
あ
れ
ば
、
商
人
が

あ
る
人
に「
矛
で
盾
を
突
け
ば
、
ど
う
な
る
」
と
い
う
難
題
を
受
け
、
ど
う
答
え

れ
ば
、
商
人
と
し
て
の「
誇
り
」
を
維
持
で
き
た
か
と
い
う
「
発
問
」
の
設
定
で
あ
る
。

ど
ん
な
時
で
も
、「
商
売
」
を
行
う
場
合
、
客
か
ら
の
難
題
を
突
き
付
け
ら
れ
、
当

惑
す
る
の
は
、「
日
常
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
克
服
す
る
の
も
作
品
の
中
の「
深
さ
」
を

探
究
す
る
要
素
が
、
こ
こ
に
な
る
。

商
人
の
誇
り
を
維
持
す
る
回
答
と
し
て
は
、
Ａ
と
Ｂ
二
つ
考
え
た
。
Ａ「
天
下
無

敵
の
矛
と
盾
、
両
方
が
火
花
を
散
ら
し
、
相
討
ち
と
な
っ
て
商
売
台
無
し
。
そ
ん

な
馬
鹿
な
問
い
に
応
え
ら
れ
な
い
よ
。
商
売
の
邪
魔
を
し
な
い
で
お
く
れ
」
（
商
売

人
の
本
音
論
・
売
り
方
論
）
と
拒
否
す
る
か
、
ま
た
は
、
Ｂ「
こ
れ
は
、
お
互
い
の
完

全
無
敵
を
表
現
す
る
喩
え
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
お
対
し
て
、
お
客
さ
ん
、
面
白
い

質
問
を
す
る
ね
。
ぜ
ひ
そ
の
智
慧
に
免
じ
て
こ
の
両
方
を
買
っ
て
自
分
で
試
し
て

お
く
れ
」
（
喩
え
論
）
な
ど
様
々
な
回
答
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
自
体
が
、
孔
子
批
判
（
答
え
に
窮
す
る
こ
と
）
が
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
か
ら
、

こ
の「
発
問
＝
商
人
の〈
誇
り
〉
や
〈
喩
え
〉
と
い
う
回
答
」
は
、
多
少
ず
れ
る
の
で
、

別
の「
寓
話
」
で
、
も
う
少
し
私
の
説
明
を
施
し
た
い
。
そ
の
寓
話
は
、
イ
ソ
ッ
プ
童

話
の「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
と
い
う
寓
話
で
あ
る
。
こ
の「
寓
話
」
に
対
し
て
読
解
の
方

法
論
（
文
学
作
品
を
文
学
と
し
て
読
み
解
く
）
、
そ
れ
は
私
が
提
案
し
た
次
の
、

「
思
考
」
の
三
要
素
。
つ
ま
り
、「
広
さ
（
多
面
的
思
考
）
」「
深
さ
（
因
果
関
係
の
思

考
）
」「
高
さ
（
俯
瞰
的
な
思
考
）
」
と
い
う
論
理
的
な〈
方
法
論
〉
を
駆
使
し
た
考

察
で
あ
る
。
そ
の
解
読
を
し
よ
う
。
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見
た
り
。
去
死
す
る
こ
と
日
無
き
を
恐
る
。
」
と
。

母
曰
は
く
、
「
今
蛇
安
く
に
か
在
る
。
」
と
。
曰
く
、
「
吾
聞
く
、
『
両

頭
の
蛇
を
見
る
者
は
死
す
。
』
と
。
吾
他
人
の
又
見
ん
こ
と
を
恐
れ
、

已
に
之
を
埋
む
。
」
と
。

母
曰
は
く
、
「
憂
ふ
る
こ
と
無
か
れ
。
汝
は
死
せ
ず
。
吾
之
を
聞
く
、

『
陰
徳
有
る
者
は
、
天
報
ゆ
る
に
福
を
以
て
す
。
』」
と
。
人
之
を
聞

き
、
皆
其
の
仁
た
る
を
諭
る
。
令
尹
た
る
に
及
び
、
未
だ
治
め
ず
し

て
国
人
之
を
信
ず
。

『
蒙
求
』

『
新
序
』
は
、
前
漢
の
劉
向
（
り
ゅ
う
き
ょ
う
）
に
よ
る
故
事
・
説
話
を
集
め

た
書
物
で
あ
り
、
一
説
に
は
劉
向
の
著
書
で
は
な
く
、
既
存
の
書
籍
を
彼
が
校
訂

し
た
だ
け
と
い
う
説
も
あ
る
。『
蒙
求
』
は
、
成
立
は
８
世
紀
前
半
、
著
者
で
あ
る

李
瀚
（
り
か
ん
）
以
外
、
何
も
分
か
っ
て
い
な
い
。
伝
統
的
な
中
国
初
心
者
向
け
の

教
科
書
で
あ
り
、
日
本
で
も
平
安
時
代
以
降
広
く
使
用
さ
れ
た「
読
み
物
」
で
あ

る
。私

た
ち
が
用
い
た
教
科
書
は『
新
序
』
版
で
あ
る
。
両
者
の
差
異
は
、
特
に
な
い

が
、
二
点
傍
線
部
、「
死
」
に
対
し
て「
母
を
去
る
」
（『
新
序
』
）
と
い
う
表
現
と

「
（
蛇
を
）
殺
し
て
埋
む
」
（
同
）
と
い
う
こ
と
と
単
に「
埋
む
」
（『
蒙
求
』
）
と
し
た
点

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
後
で
論
じ
た
い
。

学
生
に
は
、「
古
典
」
で
も「
現
代
文
」
で
も
国
語
教
育
の
二
本
柱
は
、「
言
語

教
育
」
と「
音
読
指
導
」
が
土
台
で
あ
り
、
そ
の
上
に「
読
解
」
と
い
う
「
読
み
取

り
」
の
言
語
活
動
の
展
開
が
な
さ
れ
る
と
毎
回
、
主
張
し
て
い
る
。
で
は
、
模
擬
授

業
に
入
る
前
に「
言
語
教
育
」
と「
音
読
指
導
」
と
い
う
土
台
に
つ
い
て
若
干
触
れ

た
い
。

（
１
）
言
語
教
育
、
学
校
文
法
の
課
題
と
漢
字
学
で
の
「
解
字
」
問
題

「
言
語
教
育
」
と
は
、
文
学
作
品
や
評
論
を
読
み
解
く
場
合
の
、
基
礎
基
本
と

な
る
最
重
要
事
項
で
あ
る
。「
古
典
文
法
」
は
、
平
安
時
代
か
ら
、
鎌
倉
・
室
町
、

そ
し
て
江
戸
時
代
ま
で
継
承
さ
れ
た
国
学
者
の
比
類
稀
な
努
力
に
よ
っ
て
、
学
問

的
な
体
系
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
教
え
る
場
合
、
何
の
問
題
も
生
じ
て
い
な
い
。

問
題
は
、
明
治
時
代
に
お
け
る「
口
語
文
法
」
、
特
に
学
校
文
法
で
あ
る
。
欧
米

の「
英
語
文
法
」
に
基
準
を
合
わ
せ
、
そ
の
体
系
化
を
無
理
に
押
し
進
め
た
結
果
、

様
々
な
問
題
故
に
、
多
く
の
瑕
疵
を
生
じ
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。

問
題
の
根
本
は
、「
品
詞
分
解
」
に
重
点
が
置
か
れ
、
付
属
語
で
あ
る
助
詞
・

助
動
詞
を
自
立
語
と
の
関
わ
り
に
無
関
係
か
つ
、
孤
立
的
に
教
え
る
弊
害
（
形

態
素
主
義
と
い
う
問
題
点
）
で
あ
る
。
文
末
表
現
を
自
立
語
と
付
属
語
（
述
部
）

を
含
め
て
、
モ
ダ
リ
ィ
ー
（
文

の
き
も
ち
）
を
取
り
扱
う
べ
き
だ
と
私
は
、
考
え

る
の
だ
が
。
ど
う
だ
ろ
う
か
。
批
判
を
乞
い
た
い
。

も
う
一
点
は
、「
漢
字
」
の
問
題
で
あ
る
。
漢
文
で
も
、
古
文
で
も
、
漢
語
・
漢

字
は
、
文
章
を
理
解
す
る
時
、
最
も
重
要
な「
コ
ト
バ
」
で
あ
る
。
そ
の
漢
字
の
読

み
方
、
使
い
方
だ
け
で
な
く
、
成
立
の
根
元
「
解
字
」
ま
で
含
め
て
。
生
徒
に
教
え

る
重
要
性
を
学
生
に
は
、
常
々
強
調
し
て
き
た
。

今
回
の
模
擬
授
業
で
も
、「
こ
た
ふ
」
に
は
、「
応
ふ
」「
答
ふ
」「
対
ふ
」
の
３
種

類
が
あ
り
、
さ
ら
に「
曰
は
く
」
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
差
異
を
明
確
に
し
て

教
え
る
必
要
が
あ
る
。
❶
「
対
ふ
」
は「
天
子
の
下
問
に
こ
た
え
る
文
（
目
上
の
人

に
こ
た
え
る
こ
と
）
」
。
❷
「
答
ふ
」
は「
応
対
す
る
意
味
」
で
あ
り
、
❸
「
応
ふ
」
は
呼

応
す
る
意
味
」
で
両
者
（
❷
❸
）
は
ほ
ぼ
、
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
最
後

の「
応
」
は
再
読
文
字
の「
ま
さ
に
〜
べ
し
」
を
呼
び
覚
ま
す
働
き
が
あ
り
、
注
意

を
要
す
る
。
こ
の
と
こ
ろ
も
含
め
て
、
模
擬
授
業
で
は
展
開
し
て
い
た
。

で
は
、「
曰
く
」
は
、
ど
う
か
。
そ
の
意
は
三
点
、「
①
言
う
②
言
う
に
は
③
〈
の

た
ま
は
く
〉
の
意
で
あ
り〈
い
わ
く
〉
の
敬
語
」
と『
辞
典
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
漢
文
で
は
、
③
の
意
で
漢
文
で
は
使
用
さ
れ
る
。
解
字
で
は
、「
口
か
ら
気
が

出
る
こ
と
を
表
現
し
た
字
」
（『
新
選
漢
和
辞
典
、
小
学
館
）
と
な
っ
て
い
て
、「
日

＝
太
陽
」
の
よ
う
に
右
中
の
横
棒
が
、
縦
棒
に
は
接
触
せ
ず
、
離
れ
て
い
る
こ
と
。

一
方
、
白
川
静
は
、「
曰
ク
」
の
字
が「
祝
詞
な
ど
の
神
霊
に
告
げ
る
書
を
収
め
る

器
＝
サ
イ
の
蓋
を
開
け
て
見
よ
う
と
す
る
形
」
と
解
説
し
、「
の
た
ま
う
」
の
古
義
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に
近
い
と
補
足
し
て
い
る
。
参
考
ま
で
叙
述
す
る
。

本
文
（『
新
序
』『
蒙
求
』
両
者
と
も
）で
は
、
孫
叔
敖
が
目
上
の
母
に
言
う

場
合
、
特
に「
対
へ
て
曰
く
」
と
記
述
さ
れ
、
母
は「
曰
く
」
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ

る
の
は
、「
敬
意
」
表
現
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
降
は
、
こ
の「
敬
意
」
は

略
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
一
回
だ
け
の
使
用
と
な
っ
て
い
る
の
で
注
意
し
た
い
。
で

は
、
次
に「
音
読
指
導
」
に
触
れ
た
い
。

（
２
）
音
読
指
導
に
つ
い
て
の
「
訓
読
文
」
を
読
む
重
要
性

古
文
の
場
合
、「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
に
注
意
し
な
が
ら
、
音
読
す
る
の
だ

が
、
漢
文
の
場
合
、「
書
き
下
し
文
」
に
直
し
た
後
で
、
音
読
す
る
の
か
、
直
す
前

に
音
読
さ
せ
て
も
良
い
の
か
、
と
学
生
か
ら
質
問
が
来
る
。
私
は
、
教
科
書
記
載

の「
訓
読
文
」
を
直
接
音
読
さ
せ
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
漢
文
の
Ａ
〜
Ｄ
の
文
章

で
考
察
す
る
。

Ａ

我
読
書
（
白
文
）

中
国
語

Ｂ

我
読
ム

レ

書
ヲ
（
訓
読
文
）

⇩

Ｃ

我
書
を
読
む
（
書
き
下
し
文
）

日
本
語

Ｄ

私
は
本
を
読
む
（
口
語
訳
）

本
来
、
Ｃ
の「
書
き
下
し
文
」
の
方
が
、
圧
倒
的
に
読
み
や
す
い
が
、
Ｂ
の「
訓

読
文
」
を
特
に
重
視
つ
つ
、
平
安
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
考
え
方
は
、「
書

き
下
し
文
」
の
訓
点
と
送
り
仮
名
が
絶
対
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
い

つ
で
も「
白
文
」
に
戻
し
つ
つ
、
そ
の
中
国
語
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
経
過
を
残

す
必
要
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
致
知
格
物
」
の「
格
」
に
つ
い
て
は
二
種
類
の
解
釈
あ
り
、
Ａ「
い
た

る
」
Ｂ「
た
だ
す
」
で
は
全
く
異
な
る
意
味
に
な
る〈
註
８
〉

１「
知
を
致
す
（
知
識
を
深
め
る
こ
と
）
は
、

物
（
物
の
真
理
）
に
格
（
い
た
）
る
（
＝
を
追
究
す
る
）
」

２「
知
を
致
す
は
、
物
を
格
（
た
だ
）す
（
＝
解
釈
し
直
す
）
」

前
者
が
朱
子
学
の
客
観
的
な「
性
即
利
」
と
い
う
思
想
の
こ
と
。
一
方
、
後
者

は
主
観
的
な
王
陽
明
学
的
な「
心
即
理
」
と
い
う
思
想
の
こ
と
。

以
上
、
高
校
生
・
大
学
生
に
も
教
科
書
の「
訓
読
文
」
を
で
き
る
だ
け
多
く
、

音
読
さ
せ
る
こ
と
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
。「
白
文
」
の
暗
記
で
読
ま
せ
る「
音
読
指

導
」
も
あ
る
が
、
中
国
語
で
あ
る「
白
文
」
に
拘
る
必
要
は
な
い
と
私
は
考
え
る
。

で
は
、
こ
こ
で
さ
ら
に「
素
読
」
に
つ
い
て
の
効
果
と
い
う
問
題
を
論
じ
て
み
た
い
。

（
３
）「
素
読
」
に
つ
い
て
の
一
考
（
安
達
忠
夫
の
素
読
の
ス
ス
メ
）

高
校
現
場
の
先
生
方
か
ら
、
質
問
を
受
け
る
。「
内
容
を
理
解
せ
ず
に
丸
暗

記
さ
せ
る『
素
読
』
は
効
果
が
あ
る
の
で
す
か
」
と
。
江
戸
時
代
、
漢
文
に
費
や
す

時
間
が
確
保
で
き
て
い
る
時
は
、
丸
暗
記
さ
せ
、
そ
の
後
で「
理
解
」
を
合
致
さ
せ

る
の
は
、
大
変
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
今
、
時
間
短
縮
の
効

率
を
求
め
る
国
語
教
育
や
漢
文
教
育
に
お
い
て
、「
理
解
な
き
、
丸
暗
記
」
は
非

効
率
で
あ
る
と
必
然
的
に
思
っ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、「
素
読
」
を
提
唱
す
る
村

山
吉
廣
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）
の
論
考
を
読
み
、
再
考
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。古

語
の「
読
書
百
編
、
義
お
の
ず
か
ら
あ
ら
わ
る
」
を
例
え
と
し
て
、
ま
た
、
安

達
忠
夫
（
ド
イ
ツ
文
学
者
・
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
）
の
著
書
を
引
用
し
つ
つ
、
次
の

よ
う
に
安
藤
の
考
え
を
掲
載
し
て
い
る〈
註
９
〉
。

「
頭
で
理
解
し
た
意
味
な
ど
と
い
う
も
の
は
陽
炎
の
よ
う
に
あ
や
ふ
や
で
、

い
ざ
と
い
う
と
き
当
て
に
な
ら
な
い
。
早
急
に
意
味
も
止
め
よ
う
と
せ
ず
、

こ
と
ば
そ
の
も
の
を
、
で
き
れ
ば
全
体
を
、
く
り
か
え
し
自
分
の
心
に
刻
み

つ
け
て
お
け
ば
こ
そ
、
や
が
て
深
く
根
を
お
ろ
し
、
生
き
た
こ
と
ば
に
育
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
説
く
の
で
あ
る
。

見
た
り
。
去
死
す
る
こ
と
日
無
き
を
恐
る
。
」
と
。

母
曰
は
く
、
「
今
蛇
安
く
に
か
在
る
。
」
と
。
曰
く
、
「
吾
聞
く
、
『
両

頭
の
蛇
を
見
る
者
は
死
す
。
』
と
。
吾
他
人
の
又
見
ん
こ
と
を
恐
れ
、

已
に
之
を
埋
む
。
」
と
。

母
曰
は
く
、
「
憂
ふ
る
こ
と
無
か
れ
。
汝
は
死
せ
ず
。
吾
之
を
聞
く
、

『
陰
徳
有
る
者
は
、
天
報
ゆ
る
に
福
を
以
て
す
。
』」
と
。
人
之
を
聞

き
、
皆
其
の
仁
た
る
を
諭
る
。
令
尹
た
る
に
及
び
、
未
だ
治
め
ず
し

て
国
人
之
を
信
ず
。

『
蒙
求
』

『
新
序
』
は
、
前
漢
の
劉
向
（
り
ゅ
う
き
ょ
う
）
に
よ
る
故
事
・
説
話
を
集
め

た
書
物
で
あ
り
、
一
説
に
は
劉
向
の
著
書
で
は
な
く
、
既
存
の
書
籍
を
彼
が
校
訂

し
た
だ
け
と
い
う
説
も
あ
る
。『
蒙
求
』
は
、
成
立
は
８
世
紀
前
半
、
著
者
で
あ
る

李
瀚
（
り
か
ん
）
以
外
、
何
も
分
か
っ
て
い
な
い
。
伝
統
的
な
中
国
初
心
者
向
け
の

教
科
書
で
あ
り
、
日
本
で
も
平
安
時
代
以
降
広
く
使
用
さ
れ
た「
読
み
物
」
で
あ

る
。私

た
ち
が
用
い
た
教
科
書
は『
新
序
』
版
で
あ
る
。
両
者
の
差
異
は
、
特
に
な
い

が
、
二
点
傍
線
部
、「
死
」
に
対
し
て「
母
を
去
る
」
（『
新
序
』
）
と
い
う
表
現
と

「
（
蛇
を
）
殺
し
て
埋
む
」
（
同
）
と
い
う
こ
と
と
単
に「
埋
む
」
（『
蒙
求
』
）
と
し
た
点

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
後
で
論
じ
た
い
。

学
生
に
は
、「
古
典
」
で
も「
現
代
文
」
で
も
国
語
教
育
の
二
本
柱
は
、「
言
語

教
育
」
と「
音
読
指
導
」
が
土
台
で
あ
り
、
そ
の
上
に「
読
解
」
と
い
う
「
読
み
取

り
」
の
言
語
活
動
の
展
開
が
な
さ
れ
る
と
毎
回
、
主
張
し
て
い
る
。
で
は
、
模
擬
授

業
に
入
る
前
に「
言
語
教
育
」
と「
音
読
指
導
」
と
い
う
土
台
に
つ
い
て
若
干
触
れ

た
い
。

（
１
）
言
語
教
育
、
学
校
文
法
の
課
題
と
漢
字
学
で
の
「
解
字
」
問
題

「
言
語
教
育
」
と
は
、
文
学
作
品
や
評
論
を
読
み
解
く
場
合
の
、
基
礎
基
本
と

な
る
最
重
要
事
項
で
あ
る
。「
古
典
文
法
」
は
、
平
安
時
代
か
ら
、
鎌
倉
・
室
町
、

そ
し
て
江
戸
時
代
ま
で
継
承
さ
れ
た
国
学
者
の
比
類
稀
な
努
力
に
よ
っ
て
、
学
問

的
な
体
系
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
教
え
る
場
合
、
何
の
問
題
も
生
じ
て
い
な
い
。

問
題
は
、
明
治
時
代
に
お
け
る「
口
語
文
法
」
、
特
に
学
校
文
法
で
あ
る
。
欧
米

の「
英
語
文
法
」
に
基
準
を
合
わ
せ
、
そ
の
体
系
化
を
無
理
に
押
し
進
め
た
結
果
、

様
々
な
問
題
故
に
、
多
く
の
瑕
疵
を
生
じ
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。

問
題
の
根
本
は
、「
品
詞
分
解
」
に
重
点
が
置
か
れ
、
付
属
語
で
あ
る
助
詞
・

助
動
詞
を
自
立
語
と
の
関
わ
り
に
無
関
係
か
つ
、
孤
立
的
に
教
え
る
弊
害
（
形

態
素
主
義
と
い
う
問
題
点
）
で
あ
る
。
文
末
表
現
を
自
立
語
と
付
属
語
（
述
部
）

を
含
め
て
、
モ
ダ
リ
ィ
ー
（
文

の
き
も
ち
）
を
取
り
扱
う
べ
き
だ
と
私
は
、
考
え

る
の
だ
が
。
ど
う
だ
ろ
う
か
。
批
判
を
乞
い
た
い
。

も
う
一
点
は
、「
漢
字
」
の
問
題
で
あ
る
。
漢
文
で
も
、
古
文
で
も
、
漢
語
・
漢

字
は
、
文
章
を
理
解
す
る
時
、
最
も
重
要
な「
コ
ト
バ
」
で
あ
る
。
そ
の
漢
字
の
読

み
方
、
使
い
方
だ
け
で
な
く
、
成
立
の
根
元
「
解
字
」
ま
で
含
め
て
。
生
徒
に
教
え

る
重
要
性
を
学
生
に
は
、
常
々
強
調
し
て
き
た
。

今
回
の
模
擬
授
業
で
も
、「
こ
た
ふ
」
に
は
、「
応
ふ
」「
答
ふ
」「
対
ふ
」
の
３
種

類
が
あ
り
、
さ
ら
に「
曰
は
く
」
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
差
異
を
明
確
に
し
て

教
え
る
必
要
が
あ
る
。
❶
「
対
ふ
」
は「
天
子
の
下
問
に
こ
た
え
る
文
（
目
上
の
人

に
こ
た
え
る
こ
と
）
」
。
❷
「
答
ふ
」
は「
応
対
す
る
意
味
」
で
あ
り
、
❸
「
応
ふ
」
は
呼

応
す
る
意
味
」
で
両
者
（
❷
❸
）
は
ほ
ぼ
、
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
最
後

の「
応
」
は
再
読
文
字
の「
ま
さ
に
〜
べ
し
」
を
呼
び
覚
ま
す
働
き
が
あ
り
、
注
意

を
要
す
る
。
こ
の
と
こ
ろ
も
含
め
て
、
模
擬
授
業
で
は
展
開
し
て
い
た
。

で
は
、「
曰
く
」
は
、
ど
う
か
。
そ
の
意
は
三
点
、「
①
言
う
②
言
う
に
は
③
〈
の

た
ま
は
く
〉
の
意
で
あ
り〈
い
わ
く
〉
の
敬
語
」
と『
辞
典
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
漢
文
で
は
、
③
の
意
で
漢
文
で
は
使
用
さ
れ
る
。
解
字
で
は
、「
口
か
ら
気
が

出
る
こ
と
を
表
現
し
た
字
」
（『
新
選
漢
和
辞
典
、
小
学
館
）
と
な
っ
て
い
て
、「
日

＝
太
陽
」
の
よ
う
に
右
中
の
横
棒
が
、
縦
棒
に
は
接
触
せ
ず
、
離
れ
て
い
る
こ
と
。

一
方
、
白
川
静
は
、「
曰
ク
」
の
字
が「
祝
詞
な
ど
の
神
霊
に
告
げ
る
書
を
収
め
る

器
＝
サ
イ
の
蓋
を
開
け
て
見
よ
う
と
す
る
形
」
と
解
説
し
、「
の
た
ま
う
」
の
古
義
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西
尾
実
ま
で
援
用
し
て
い
る
彼
の
主
張
は
、
極
め
て
重
い
と
私
は
痛
切
に
感
じ

る
の
だ
が
。
し
か
し
、
私
は「
素
読
」
を
行
っ
て
い
な
い
。
で
は
、
次
に「
模
擬
授
業
」

に
つ
い
て
検
証
し
て
い
こ
う
。

（
４
）
二
つ
の
「
模
擬
授
業
」
の
実
践
過
程
の
骨
子

「
両
頭
の
蛇
」
は
、
５
講
義
目
と
６
講
義
目
の
二
回
模
擬
授
業
を
行
な
っ
た
。

５
講
義
目
…
範
読
・「
両
頭
の
蛇
」写
真
提
示
・
漢
字
「
而
・
矣
・
安
」
・
書
下
文
・
音

読
（
リ
レ
ー
読
み
）
・「
大
意
理
解
・
口
語
訳
」
・「
発
展
問
題
３
問
」
と

い
う
授
業
を
展
開
し
、
発
展
問
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

❶
「
母
は
息
子
の
ど
ん
な
行
為
を
陰
徳
と
し
た
の
か
？
」

❷
「
『
天
報
ゆ
る
に
福
を
以
て
す
』
と
は
、
何
が
福
か
？
」

❸
「
本
文
の
古
事
成
語
『
陰
徳
あ
れ
ば
必
ず
陽
報
あ
り
』
に
つ
い

て
日
常
生
活
で
ど
ん
な
こ
と
を
行
な
っ
て
い
る
か
？
」

６
講
義
目
…
書
下
文
の
音
読
後
、
本
文
の
読
解
を
さ
せ
な
が
ら「
文
脈
の『
迷

信
』
を
中
心
に
問
い
を
グ
ル
ー
プ
討
論
さ
せ
、
生
徒
の
発
表
す
る
」

で
は
、
次
を
授
業
展
開
を
行
な
っ
た
。

❶
「
身
近
に
あ
る『
迷
信
』
と
は
何
か
？
」

❷
「
本
文
中
の『
陰
徳
』
と『
福
』
は
何
を
指
す
か
？
」

❸
「
自
分
が
で
き
る『
善
行
』
に
つ
い
て
考
え
書
き
出
そ
う
」

《
講
評
》
５
講
義
目
の
学
生
は
、
❶
❷
を
指
導
書
か
ら
問
題
を
設
定
し
、
さ
ら

に
❸
の
問
題
は「
故
事
成
語
」
か
ら
自
分
で
考
え
、
日
常
生
活
に
適
用
さ
せ
よ
う

と
し
た「
応
用
問
題
」
を
掲
げ
た
の
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
音
読
」
と「
書
下
文
」
、「
口
語
訳
」
に
時
間
を
費
や
し
、
発
展
問
題
の
❶
〜
❸
の

問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
ず
、
時
間
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
特
に
残

念
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
❸
の
問
題
は
、「
模
擬
授
業
」
内
で
時
間
を
ど
う
に
か
捻
出

し
、
生
徒
に
出
さ
せ
た「
善
行
」
が
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
［
募
金
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ゴ
ミ
拾
い
・
道
案
内
な
ど
な
ど
］
、「
思
い
や
り
」
を
観
念
的
に
思
考
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
授
業
者
は
ま
と
め
整
理
し
て
く
れ
た
。

以
上
、
総
括
す
る
と
、
私
が
常
に
掲
げ
た「
言
語
教
育
」「
音
読
指
導
」
か
ら
読

解
に
繋
げ
て
、「
発
展
問
題
」
の「
深
さ
」
を
探
究
す
る
展
開
は
、「
模
擬
授
業
」
と

し
て
充
分
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

で
は
、
次
に
６
講
義
目
の
授
業
に
つ
い
て
、「
講
評
」
で
検
証
を
行
お
う
。

（
５
）
発
展
問
題
と
独
自
問
題
の
設
定
か
ら
「
深
さ
」
を
探
究
す
る
模
索

「
模
擬
授
業
」
で
、
重
要
な
こ
と
は
、「
指
導
書
」
を
指
南
書
と
し
て
そ
の
ま
ま
、

授
業
実
践
し
て
も
、
そ
こ
に
自
分
自
身
の「
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」
は
な
く
、「
指
導

書
」
（
指
導
教
諭
等
）
の
コ
ピ
ー
授
業
で
し
か
な
い
。
そ
こ
に
自
分
だ
け
の「
新
た
な

発
見
（
謎
）
」
を
見
出
し
、「
発
展
的
な
問
題
」
を
加
味
し
、
生
徒
に
開
示
し
て
欲

し
い
と
い
う
の
が
、
私
の
目
指
す
「
模
擬
授
業
」
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
指
導
書
」
に
は
、
口
語
訳
、
用
語
解
説
、「
問
い
」
で
し
か
教
授
方

法
を
示
せ
な
い「
限
界
性
」
が
、
常
に
存
在
す
る
。
そ
の「
限
界
性
」
を
自
分
の
総

意
工
夫
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
に
よ
っ
て
い
か
に
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
す
る
か
と
い
う
「
案
」
を

求
め
る
、
６
講
義
目
の「
模
擬
授
業
」
の
試
み
で
あ
っ
た
。

６
講
義
目
の
授
業
者
は
、
❶
身
近
な「
迷
信
」
か
ら
、
始
め
る
。
こ
の
定
義

付
け
を「
根
拠
の
な
い
言
い
伝
え
、
誤
っ
た
信
仰
」
と
し
、
信
じ
た
ら
、
愚
か
だ
と
強

調
す
る
。
例
え
ば
、
ど
ん
な「
迷
信
」
が
あ
る
か
と
、
生
徒
に
出
さ
せ
る
と「
夜
爪

を
切
っ
た
ら
、
親
の
死
に
目
に
会
え
な
い
」「
吃
逆
（
シ
ャ
ッ
ク
リ
）
百
回
し
た
ら
、
死

ぬ
」
な
ど
が
出
さ
れ
、「
迷
信
」
の
前
提
を
み
ん
な
で
探
っ
て
い
く
。

で
は
、
本
文
で
は
、
息
子
が
な
ぜ「
迷
信
」
を
信
じ
た
の
か
。
そ
れ
は
、「
嬰
児

（
本
来
は「
み
ど
り
ご
」
、
本
文
で
は
幼
児
の
意
）
」
だ
か
ら
、「
迷
信
」
を
信
じ
た
の

だ
と
生
徒
は
答
え
る
。
次
に
❷
「
陰
徳
」「
福
」
、
本
文
で
は
何
か
考
え
る
。

「
陰
徳
」
…
他
の
人
が
両
頭
の
蛇
を
見
な
い
よ
う
に
殺
し
て
、
埋
め
た
こ
と
。
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「
福
」
…
①
死
を
免
れ
た
こ
と

（
①
〜
③
の
答
え
が
出
さ
れ
た
）

②
楚
の
宰
相
に
な
っ
た
こ
と

③
人
々
の
信
頼
を
得
た
こ
と

こ
の
よ
う
に
授
業
者
は
板
書
し
た
。
発
問
の
回
答
で
は
、
①
と
②
が
一
文

と
な
っ
て
提
示
さ
れ
た
が
、
あ
え
て
意
図
的
に
①
と
②
に
分
け
板
書
し
た
点
が
圧

巻
。
こ
の
三
点
に
つ
い
て
、「
天
が
報
い
た
点
、
と
そ
う
で
な
い
点
」
に
識
別
す
る
と

い
う
「
展
開
」
で
あ
る
。
①
は
、「
迷
信
」
だ
か
ら
、《
天
の
報
い
》
に
あ
ら
ず
、
簡
潔

に
否
定
す
る
。

③
の「
信
頼
」
も
天
が
報
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、《
人
》
が
報
い
た
点
で
▲
と
い

う
評
価
を
下
す
。
②
「
楚
の
宰
相
へ
の
就
任
」
こ
そ
が
、
天
が
報
い
た
幸
運
と
い
う

「
福
」
で
あ
る
と
授
業
展
開
上
、
結
論
付
け
る
。
圧
巻
、
現
役
教
師
さ
え
凌
駕
し

た
授
業
「
展
開
」
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
評
価
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
本
文
の「
迷

信
」「
陰
徳
」「
福
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
生
徒
に
熟
慮
さ
せ
、
深
い「
思
考
」
の
基

に「
迷
信
」「
人
為
」
そ
し
て「
天
の
報
い
た
る《
福
》
」
を
分
か
り
や
す
く
提
示
し
、

本
文
の「
主
題
」
に
直
結
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
模
擬
授
業
に
は
、
結
末
の
続

き
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
講
義
の
最
後
「
出
席
カ
ー
ド
」
に
こ
ん
な
意
見
が
学
生
よ
り
出
さ
れ
、
大

議
論
と
な
る
。
そ
の
意
見
を
叙
述
す
る
。

授
業
者
は
、
「
福
」
が
「
楚
の
宰
相
に
な
っ
た
こ
と
」
の
み
を
正
解
に

し
て
い
る
が
、
「
人
々
の
信
頼
を
得
た
こ
と
」
は
、
「
天
が
報
い
た
こ
と
」

に
あ
ら
ず
と
い
う
考
え
は
、
問
題
が
あ
り
ま
す
。
私
が
思
う
に
孫
叔
敖
は
、

陰
徳
が
あ
る
人
だ
か
ら
、
人
々
の
信
頼
を
得
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果

宰
相
に
な
っ
た
が
故
に
、
天
の
報
い
で
は
な
く
、
こ
れ
も
ま
た
、
本
人
自

身
の
「
実
力
」
（
人
為
）
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
反
対
意
見
。

こ
ん
な
に「
深
い
論
争
」
が
可
能
な「
模
擬
授
業
」
は
な
い
と
、
賛
辞
を
贈
り
た

い
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
充
分
な
論
議
の
時
間
が
取
れ
ず
、
私
の
方
向

性
だ
け
示
し
、
こ
の「
両
頭
の
蛇
」
は
終
了
し
た
の
だ
が
。
そ
れ
は
、
こ
ん
な
方
向
性

で
あ
る
。
授
業
者
が「
福
」
を「
孫
叔
敖
の
延
命
」
と
規
定
せ
ず
、
そ
れ
は「
迷
信
」

と
一
掃
し
た
授
業
展
開
は
、「
逆
転
」
で
あ
り
、「
指
導
書
」
を
書
き
換
え
る「
評

価
」
を
下
し
た
い
と
考
え
る
。
人
々
か
ら
の「
信
頼
」
も「
天
の
報
い
」
で
は
な
い
の
で
、

賛
同
し
た
い
。

問
題
は
、「
宰
相
」
へ
の
就
任
。
中
国
の
時
代
的
に
は
人
々
が「
宰
相
」
を
選
ぶ
民

主
主
義
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
々
が
信
頼
を
よ
せ
る
評
価
と
同
時
に
本
人

の「
実
力
」
も
あ
り
、
さ
ら
に
国
王
か
ら
選
ば
れ
る「
幸
運
」
（
天
か
ら
の
運
）
と
考

え
る
こ
と
も
十
分
説
得
力
が
あ
り
、
三
者
の
力
と
私
は
、
思
考
し
た
が
、
さ
ら
に

適
切
な「
答
」
を
求
め
、
教
材
研
究
に
励
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
天
帝
な
ど
は
、
天

や
先
帝
が
推
挙
す
る
思
想
・
伝
統
が
中
国
の
古
代
思
想
に
あ
り
、
そ
れ
に
準
じ

て
、
天
か
ら
の
幸
運
と
い
う
考
え
は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
説
得
力
を
持
つ
の
で
、

有
効
な
結
論
と
し
た
の
だ
が
。
）

七
、
私
の
実
践
と
い
う
「
思
索
」
の
座
標
軸
の
設
定

私
（
大
学
講
師
）
が
こ
の「
両
頭
の
蛇
」
を
授
業
展
開
し
た
ら
、
ど
う
な
る
で
あ

ろ
う
か
。
先
ず
、
疑
問
を
抱
い
た
の
が
、
孫
叔
敖
の
行
な
っ
た「
陰
徳
」
が
本
当
に

「
徳
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
「
疑
問
」
だ
。
人
間
の
立
場
な
ら
、「
迷
信
」
を
信

じ
て
、
不
吉
な「
両
頭
の
蛇
」
は
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
、
当
然
で
あ
る
が
、
蛇
の
立

場
か
ら
考
察
す
る
と
、
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
だ
け
の
、
可
哀
想
な「
蛇
」
が
、

そ
の
障
害
（
不
吉
）
故
に
殺
さ
れ
（『
蒙
求
』
で
は
埋
め
ら
れ
る
だ
け
）
、
土
に
埋
め

ら
れ
る「
悲
惨
」
な
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の「
逸
話
」
は
、
孫
叔
敖
の「
徳
」
を
後
世
に
伝
え
る
伝
承
が
、
最
も

大
き
な
役
割
で
あ
り
、
そ
の「
趣
旨
」
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
の
は
、
文
学
作
品
の

「
物
語
」
を
否
定
す
る
こ
と
と
同
じ
な
の
で
、
こ
れ
以
上
展
開
す
る
こ
と
は
止
め
る

こ
と
に
す
る
。

疑
問
の
も
う
一
点
は
、
強
烈
な「
母
の
存
在
観
」
で
あ
る
。『
新
序
』
と『
蒙
球
』

と
で
大
き
く
異
な
る
の
が
、「
母
去
り
て
」
と
叙
述
さ
れ
る『
新
序
』
の
語
り
で
あ

る
。『
蒙
球
』で
は
、
母
の
存
在
は
、
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
た
だ
自
分
は「
死

西
尾
実
ま
で
援
用
し
て
い
る
彼
の
主
張
は
、
極
め
て
重
い
と
私
は
痛
切
に
感
じ

る
の
だ
が
。
し
か
し
、
私
は「
素
読
」
を
行
っ
て
い
な
い
。
で
は
、
次
に「
模
擬
授
業
」

に
つ
い
て
検
証
し
て
い
こ
う
。

（
４
）
二
つ
の
「
模
擬
授
業
」
の
実
践
過
程
の
骨
子

「
両
頭
の
蛇
」
は
、
５
講
義
目
と
６
講
義
目
の
二
回
模
擬
授
業
を
行
な
っ
た
。

５
講
義
目
…
範
読
・「
両
頭
の
蛇
」写
真
提
示
・
漢
字
「
而
・
矣
・
安
」
・
書
下
文
・
音

読
（
リ
レ
ー
読
み
）
・「
大
意
理
解
・
口
語
訳
」
・「
発
展
問
題
３
問
」
と

い
う
授
業
を
展
開
し
、
発
展
問
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

❶
「
母
は
息
子
の
ど
ん
な
行
為
を
陰
徳
と
し
た
の
か
？
」

❷
「
『
天
報
ゆ
る
に
福
を
以
て
す
』
と
は
、
何
が
福
か
？
」

❸
「
本
文
の
古
事
成
語
『
陰
徳
あ
れ
ば
必
ず
陽
報
あ
り
』
に
つ
い

て
日
常
生
活
で
ど
ん
な
こ
と
を
行
な
っ
て
い
る
か
？
」

６
講
義
目
…
書
下
文
の
音
読
後
、
本
文
の
読
解
を
さ
せ
な
が
ら「
文
脈
の『
迷

信
』
を
中
心
に
問
い
を
グ
ル
ー
プ
討
論
さ
せ
、
生
徒
の
発
表
す
る
」

で
は
、
次
を
授
業
展
開
を
行
な
っ
た
。

❶
「
身
近
に
あ
る『
迷
信
』
と
は
何
か
？
」

❷
「
本
文
中
の『
陰
徳
』
と『
福
』
は
何
を
指
す
か
？
」

❸
「
自
分
が
で
き
る『
善
行
』
に
つ
い
て
考
え
書
き
出
そ
う
」

《
講
評
》
５
講
義
目
の
学
生
は
、
❶
❷
を
指
導
書
か
ら
問
題
を
設
定
し
、
さ
ら

に
❸
の
問
題
は「
故
事
成
語
」
か
ら
自
分
で
考
え
、
日
常
生
活
に
適
用
さ
せ
よ
う

と
し
た「
応
用
問
題
」
を
掲
げ
た
の
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
音
読
」
と「
書
下
文
」
、「
口
語
訳
」
に
時
間
を
費
や
し
、
発
展
問
題
の
❶
〜
❸
の

問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
ず
、
時
間
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
特
に
残

念
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
❸
の
問
題
は
、「
模
擬
授
業
」
内
で
時
間
を
ど
う
に
か
捻
出

し
、
生
徒
に
出
さ
せ
た「
善
行
」
が
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
［
募
金
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ゴ
ミ
拾
い
・
道
案
内
な
ど
な
ど
］
、「
思
い
や
り
」
を
観
念
的
に
思
考
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
授
業
者
は
ま
と
め
整
理
し
て
く
れ
た
。

以
上
、
総
括
す
る
と
、
私
が
常
に
掲
げ
た「
言
語
教
育
」「
音
読
指
導
」
か
ら
読

解
に
繋
げ
て
、「
発
展
問
題
」
の「
深
さ
」
を
探
究
す
る
展
開
は
、「
模
擬
授
業
」
と

し
て
充
分
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

で
は
、
次
に
６
講
義
目
の
授
業
に
つ
い
て
、「
講
評
」
で
検
証
を
行
お
う
。

（
５
）
発
展
問
題
と
独
自
問
題
の
設
定
か
ら
「
深
さ
」
を
探
究
す
る
模
索

「
模
擬
授
業
」
で
、
重
要
な
こ
と
は
、「
指
導
書
」
を
指
南
書
と
し
て
そ
の
ま
ま
、

授
業
実
践
し
て
も
、
そ
こ
に
自
分
自
身
の「
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」
は
な
く
、「
指
導

書
」
（
指
導
教
諭
等
）
の
コ
ピ
ー
授
業
で
し
か
な
い
。
そ
こ
に
自
分
だ
け
の「
新
た
な

発
見
（
謎
）
」
を
見
出
し
、「
発
展
的
な
問
題
」
を
加
味
し
、
生
徒
に
開
示
し
て
欲

し
い
と
い
う
の
が
、
私
の
目
指
す
「
模
擬
授
業
」
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
指
導
書
」
に
は
、
口
語
訳
、
用
語
解
説
、「
問
い
」
で
し
か
教
授
方

法
を
示
せ
な
い「
限
界
性
」
が
、
常
に
存
在
す
る
。
そ
の「
限
界
性
」
を
自
分
の
総

意
工
夫
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
に
よ
っ
て
い
か
に
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
す
る
か
と
い
う
「
案
」
を

求
め
る
、
６
講
義
目
の「
模
擬
授
業
」
の
試
み
で
あ
っ
た
。

６
講
義
目
の
授
業
者
は
、
❶
身
近
な「
迷
信
」
か
ら
、
始
め
る
。
こ
の
定
義

付
け
を「
根
拠
の
な
い
言
い
伝
え
、
誤
っ
た
信
仰
」
と
し
、
信
じ
た
ら
、
愚
か
だ
と
強

調
す
る
。
例
え
ば
、
ど
ん
な「
迷
信
」
が
あ
る
か
と
、
生
徒
に
出
さ
せ
る
と「
夜
爪

を
切
っ
た
ら
、
親
の
死
に
目
に
会
え
な
い
」「
吃
逆
（
シ
ャ
ッ
ク
リ
）
百
回
し
た
ら
、
死

ぬ
」
な
ど
が
出
さ
れ
、「
迷
信
」
の
前
提
を
み
ん
な
で
探
っ
て
い
く
。

で
は
、
本
文
で
は
、
息
子
が
な
ぜ「
迷
信
」
を
信
じ
た
の
か
。
そ
れ
は
、「
嬰
児

（
本
来
は「
み
ど
り
ご
」
、
本
文
で
は
幼
児
の
意
）
」
だ
か
ら
、「
迷
信
」
を
信
じ
た
の

だ
と
生
徒
は
答
え
る
。
次
に
❷
「
陰
徳
」「
福
」
、
本
文
で
は
何
か
考
え
る
。

「
陰
徳
」
…
他
の
人
が
両
頭
の
蛇
を
見
な
い
よ
う
に
殺
し
て
、
埋
め
た
こ
と
。
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ぬ
」
と
い
う
表
現
に
対
し
て
、「
母
を
去
り
て
死
す
る
を
恐
る
る
な
り
」
（
と
り
わ
け

母
と
の
離
別
の
強
調
）
と
明
確
に
母
の
存
在
を
刻
印
し
つ
つ
記
す
。

こ
れ
は
、
孫
叔
敖
の
話
で
あ
る
と
同
時
に「
母
」
の
物
語
と
し
て
も
充
分
読

む
こ
と
が
で
き
る「
文
学
作
品
」
だ
と
私
は
、
考
え
る
。
想
像
し
て
欲
し
い
。

一
般
的
な
母
親
な
ら
、
息
子
が
泣
い
て
帰
宅
し
、
食
欲
が
な
け
れ
ば
、
心

配
す
る
。
理
由
を
聞
け
ば
、
死
を
招
く「
両
頭
の
蛇
」
を
見
た
か
ら
と
告
白
す
る
。

そ
こ
で
、
ど
ん
な
母
で
も
、
当
然
、「
迷
信
だ
か
ら
、
死
な
な
い
わ
」
と
安
心
の
論
理

（
慰
め
）
で
諭
す
の
に
、
こ
の「
母
」
は
、
直
ぐ「
そ
の
蛇
は
今
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
」

と
息
子
の
行
動
の
如
何
を
、
と
い
う
「
意
表
」
を
突
く
。

そ
し
て「
母
」
は
、
自
分
の
息
子
な
ら
、
み
ん
な
が
、
恐
れ
る
両
頭
の
蛇
を
ど
う

す
べ
き
か
（
ど
う
し
た
で
あ
ろ
う
か
）
を
悟
っ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
母
は
、
自
分
の

夫
の「
生
き
方
」
（
父
・
イ
賈
＝
荘
王
の
覇
者
を
実
現
で
き
ず
無
念
に
死
し
た
司
馬

と
い
う
人
物
。
言
い
伝
え
あ
り
）
か
ら
、
息
子
を
ど
う
育
て
る
べ
き
か
を
常
に
考
え
、

息
子
中
心
に
生
き
て
き
た
か
の
よ
う
な
、
賢
母
（
孟
母
の
如
く
）
の「
人
生
」
を
彷

彿
さ
せ
る
の
だ
。

母
は
、
迷
信
た
る
根
拠
の
な
い
も
の
の
虚
言
（
癒
し
）
を
否
定
し
、
迷
信
と
い
う

「
言
い
伝
え
」
と
同
様
の
、「
言
い
伝
え
」
た
る「
格
言
（「
陰
徳
陽
報
」
＝
『
淮
南

子
』
か
ら
の
転
載
）
」
で
、
即
座
に
応
え
る
。
そ
れ
は
、
迷
信
と
い
う
希
薄
な「
言
い

伝
え
」
に
対
し
て
、
同
じ
も
の
で
も
さ
ら
に
説
得
力
あ
る
強
烈
な「
言
い
伝
え
＝

格
言
」
で
対
応
し
、
決
し
て
癒
し
と
い
う
気
休
め
の「
心
情
」
で
解
決
し
な
か
っ
た
賢

明
さ
が
、
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
母
の
賢
さ
が「
母
を
去
り
て
死
す
る
を
恐
れ

る
な
り
」
（
傍
線
部
）
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
と
私
は
考
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

深
読
み
だ
ろ
う
か
。
意
見
を
乞
い
た
い
。

ま
た
、
長
沼
高
校
の
実
践
で
は
、
こ
の「
作
品
」
で
一
番
偉
い
人
物
は
誰
か
、
尋

ね
た
こ
と
が
あ
る
。
孫
叔
敖
と
同
時
に「
母
」
の
存
在
を
あ
げ
た
生
徒
も
い
た
。
ま

た
、
陰
徳
を
評
価
し
た
人
々
。
そ
の
孫
叔
敖
を「
令
尹
」
ま
で
引
き
揚
げ
た
君
主
。

そ
し
て
、「
両
頭
の
蛇
」
こ
そ
、
犠
牲
に
な
っ
た
が
、「
陰
徳
」
を
施
す
発
端
を
作
っ

た
と
評
価
す
る
生
徒
も
い
て
、
興
味
深
い
と
思
っ
た
。

こ
ん
な
様
々
な
問
題
意
識
か
ら
発
し
、
実
践
の「
座
標
軸
」
を
新
た
に
設
定
し
、

重
層
的
な
読
み
の「
思
索
」
を
行
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
る
。

八
、「
ま
と
め
」（
他
の
実
践
と
も
に
交
錯
も
踏
ま
え
て
）

以
上
、「
両
頭
の
蛇
」
を
考
察
し
て
き
た
が
、
大
変
面
白
い
教
材
で
あ
り
、

「
古
事
成
語
」
と
同
様
に
歴
史
的
な「
逸
話
」
は
、
生
徒
に
漢
文
を
教
え
る
絶
好

の
単
元
だ
と
考
え
る
。
資
料
と
し
て
二
〇
〇
六
年
、
長
沼
高
校
で
実
践
し
た「
ド

ラ
ゴ
ン
桜
『
挑
発
』
と『
な
ぜ
』で
読
む
漢
文
実
践
―
『
初
発
カ
ー
ド
』
で
創
造
的

『
意
欲
』
を
喚
起
す
る
ー
」
を
合
わ
せ
て
、
提
示
し
つ
つ
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
母
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
夫
と
共
に
若
干
触
れ
た
が
、
も
う
一

度
確
認
し
た
い
。
母
は
、
孫
叔
敖
を
育
て
た
母
、「
孟
母=

孟
母
三
遷
の
教
え
」
の

如
く
、
そ
の「
賢
明
さ
」
と
し
て
評
価
が
高
い
。
孫
叔
敖
の
父
（
イ
賈
）
は
、
自
分
を

引
き
立
て
た
楚
の
荘
王
を
覇
者
に
し
よ
う
と
励
む
が
、
結
局
「
司
馬
」
の
地
位
で

幽
閉
さ
れ
、
無
念
の
内
に
殺
さ
れ
た
。
こ
の
後
を
つ
い
だ
孫
叔
敖
が
、「
令
尹
」
と

い
う
最
高
位
ま
で
昇
進
し
、
荘
王
を
引
き
立
て《
ヒ
ツ
の
戦
い
》
に
て
勝
利
し
た
。

そ
し
て
、
見
事
覇
王
に
就
任
さ
せ
、
父
の
夢
を
成
就
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
死
を
前
に
し
て
息
子
に
あ
え
て「
寝
丘
（
楚
の
最
も
痩
せ
た
土
地
）
の

み
を
受
け
取
る
よ
う
に
」
と
遺
言
し
、
激
し
い
政
争
の
外
に
お
か
れ
、
子
孫
は
後

世
ま
で
繁
栄
し
た
と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
記
載
す
る
（
完
）

〈
註
１
〉
田
部
井
文
雄
『
漢
文
教
養
の
諸
相
』
（
大
修
館
二
〇
〇
五
年
）「
入
門

教
材
と
指
導
」

〈
註
２
〉
安
藤
信
廣
、
東
京
女
子
大
学
。
研
究
分
野
は
中
国
哲
学
、
漢
詩
。

〈
註
３
〉
内
田
樹
『
寝
な
が
ら
学
べ
る
構
造
主
義
』
（
文
春
新
書
二
〇
〇
二
年
）

〈
註
４
〉
加
地
伸
行
『
漢
文
の
基
礎
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
）
。
著
者
は
、
大
阪
弁

で
砕
け
て
説
明
す
る
が
、
ま
た
、
荻
生
徂
徠
の
解
釈
を
補
足
し
て
い
る
。

「
也
」
は「
ナ
リ
」
、「
矣
」
は「
ケ
ル
」
、「
焉
」
は「
ケ
レ
」
と
言
い
直
す
と
述
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べ
、
自
信
な
く「
か
く
も
あ
ら
ん
」
付
け
足
し
て
い
る
。
興
味
深
い
話
で

あ
る
。
参
考
ま
で
。

〈
註
５
〉
渡
辺
雅
之
「
古
事
成
語
の
背
景
」
（『
国
語
教
室
７
２
』
二
〇
〇
一
年
２

月
号
大
修
館
）
。
同
「
二
年
次
の
古
事
成
語
教
材
の
取
り
扱
い
方
」

（『
漢
文
教
室
１
９
４
』
二
〇
〇
八
年
５
月
号
大
修
館
）
の
二
本
が
あ
る
。

〈
註
６
〉
教
育
研
究
全
国
集
会
（
全
教
）
の
国
語
部
会
で
、
長
年
、
司
会
と
共
同

研
究
者
を
務
め
、
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
た
の
が「
文
学
を
文
学
と
し

て
読
む
」
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
学
の
授
業
過
程
＝
方

法
論
で
一
致
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、「
文
学
を
文
学
と
し
て
読
む
」
こ

と
の
本
質
論
で
授
業
を
論
じ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
多
様
な
読
み
方
（
方

法
論
）
を
学
び
合
う
こ
と
が
重
要
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
平
和
教
材

だ
か
ら
、
歴
史
的
、
戦
争
否
定
す
る
論
理
で
読
み
取
る「
文
学
教

育
」
で
は
な
く
、
道
徳
的
な
観
点
で
文
学
作
品
を
読
み
解
く
こ
と
を

戒
め
る「
論
議
」
の
積
み
重
ね
を
行
な
っ
て
き
た
。

〈
註
７
〉
高
校
漢
文
の「
入
門
期
」
で
取
り
扱
う
場
合
「
矛
盾
」
は
一
考
を
要
す

る
と
疑
問
を
提
示
す
る
の
は
、『
漢
文
教
育
の
諸
相
』
（「
高
等
学
校
漢

文
入
門
教
材
と
し
て
の
寓
話
・
古
事
成
語
の
方
向
性−
「
矛
盾
」
の

問
題
点
と「
助
長
」
の
有
効
性
）
の
中
の
小
原
広
行
で
あ
る
。
中
学
の

教
科
書
で
全
文
「
書
き
下
し
文
」
が
な
さ
れ
て
い
て
、
別
の
教
材
「
助

長
」
が
優
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
渡
辺
は
、
よ
り
深
い

読
解
の「
背
景
」
の
考
察
を
提
案
し
て
い
る
。

〈
註
８
〉
樋
口
敦
士
「
楽
漢
的
思
考
法
―
漢
文
を
楽
し
む
た
め
の
思
考
法
の
一

案
」
（『
数
研

国
語
通
信

つ
れ
づ
れ
』
二
〇
一
四
年
第
二
五
号
）

で
は
、「
我
読
書
」
の
例
文
と「
格
物
致
知
」
の
例
を
上
げ
て
、
論
じ
て

い
る
。
示
唆
に
富
み
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
素
晴
ら
し
い
論
考
。
私
は
、

白
川
静
『
字
統
』
一
〇
八
頁
を
参
考
に
し
た
。

〈
註
９
〉
村
山
吉
廣
「
漢
文
訓
読
盛
行
の
時
代
―
先
人
た
ち
は
何
を
素
読
し
た

か
」
（『
漢
文
教
室
一
八
九
号
』
二
〇
〇
三
年
六
月
号
大
修
館
）

（
あ
ら
き
み
ち
お
／
北
海
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
）

ぬ
」
と
い
う
表
現
に
対
し
て
、「
母
を
去
り
て
死
す
る
を
恐
る
る
な
り
」
（
と
り
わ
け

母
と
の
離
別
の
強
調
）
と
明
確
に
母
の
存
在
を
刻
印
し
つ
つ
記
す
。

こ
れ
は
、
孫
叔
敖
の
話
で
あ
る
と
同
時
に「
母
」
の
物
語
と
し
て
も
充
分
読

む
こ
と
が
で
き
る「
文
学
作
品
」
だ
と
私
は
、
考
え
る
。
想
像
し
て
欲
し
い
。

一
般
的
な
母
親
な
ら
、
息
子
が
泣
い
て
帰
宅
し
、
食
欲
が
な
け
れ
ば
、
心

配
す
る
。
理
由
を
聞
け
ば
、
死
を
招
く「
両
頭
の
蛇
」
を
見
た
か
ら
と
告
白
す
る
。

そ
こ
で
、
ど
ん
な
母
で
も
、
当
然
、「
迷
信
だ
か
ら
、
死
な
な
い
わ
」
と
安
心
の
論
理

（
慰
め
）
で
諭
す
の
に
、
こ
の「
母
」
は
、
直
ぐ「
そ
の
蛇
は
今
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
」

と
息
子
の
行
動
の
如
何
を
、
と
い
う
「
意
表
」
を
突
く
。

そ
し
て「
母
」
は
、
自
分
の
息
子
な
ら
、
み
ん
な
が
、
恐
れ
る
両
頭
の
蛇
を
ど
う

す
べ
き
か
（
ど
う
し
た
で
あ
ろ
う
か
）
を
悟
っ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
母
は
、
自
分
の

夫
の「
生
き
方
」
（
父
・
イ
賈
＝
荘
王
の
覇
者
を
実
現
で
き
ず
無
念
に
死
し
た
司
馬

と
い
う
人
物
。
言
い
伝
え
あ
り
）
か
ら
、
息
子
を
ど
う
育
て
る
べ
き
か
を
常
に
考
え
、

息
子
中
心
に
生
き
て
き
た
か
の
よ
う
な
、
賢
母
（
孟
母
の
如
く
）
の「
人
生
」
を
彷

彿
さ
せ
る
の
だ
。

母
は
、
迷
信
た
る
根
拠
の
な
い
も
の
の
虚
言
（
癒
し
）
を
否
定
し
、
迷
信
と
い
う

「
言
い
伝
え
」
と
同
様
の
、「
言
い
伝
え
」
た
る「
格
言
（「
陰
徳
陽
報
」
＝
『
淮
南

子
』
か
ら
の
転
載
）
」
で
、
即
座
に
応
え
る
。
そ
れ
は
、
迷
信
と
い
う
希
薄
な「
言
い

伝
え
」
に
対
し
て
、
同
じ
も
の
で
も
さ
ら
に
説
得
力
あ
る
強
烈
な「
言
い
伝
え
＝

格
言
」
で
対
応
し
、
決
し
て
癒
し
と
い
う
気
休
め
の「
心
情
」
で
解
決
し
な
か
っ
た
賢

明
さ
が
、
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
母
の
賢
さ
が「
母
を
去
り
て
死
す
る
を
恐
れ

る
な
り
」
（
傍
線
部
）
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
と
私
は
考
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

深
読
み
だ
ろ
う
か
。
意
見
を
乞
い
た
い
。

ま
た
、
長
沼
高
校
の
実
践
で
は
、
こ
の「
作
品
」
で
一
番
偉
い
人
物
は
誰
か
、
尋

ね
た
こ
と
が
あ
る
。
孫
叔
敖
と
同
時
に「
母
」
の
存
在
を
あ
げ
た
生
徒
も
い
た
。
ま

た
、
陰
徳
を
評
価
し
た
人
々
。
そ
の
孫
叔
敖
を「
令
尹
」
ま
で
引
き
揚
げ
た
君
主
。

そ
し
て
、「
両
頭
の
蛇
」
こ
そ
、
犠
牲
に
な
っ
た
が
、「
陰
徳
」
を
施
す
発
端
を
作
っ

た
と
評
価
す
る
生
徒
も
い
て
、
興
味
深
い
と
思
っ
た
。

こ
ん
な
様
々
な
問
題
意
識
か
ら
発
し
、
実
践
の「
座
標
軸
」
を
新
た
に
設
定
し
、

重
層
的
な
読
み
の「
思
索
」
を
行
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
る
。

八
、「
ま
と
め
」（
他
の
実
践
と
も
に
交
錯
も
踏
ま
え
て
）

以
上
、「
両
頭
の
蛇
」
を
考
察
し
て
き
た
が
、
大
変
面
白
い
教
材
で
あ
り
、

「
古
事
成
語
」
と
同
様
に
歴
史
的
な「
逸
話
」
は
、
生
徒
に
漢
文
を
教
え
る
絶
好

の
単
元
だ
と
考
え
る
。
資
料
と
し
て
二
〇
〇
六
年
、
長
沼
高
校
で
実
践
し
た「
ド

ラ
ゴ
ン
桜
『
挑
発
』
と『
な
ぜ
』で
読
む
漢
文
実
践
―
『
初
発
カ
ー
ド
』
で
創
造
的

『
意
欲
』
を
喚
起
す
る
ー
」
を
合
わ
せ
て
、
提
示
し
つ
つ
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
母
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
夫
と
共
に
若
干
触
れ
た
が
、
も
う
一

度
確
認
し
た
い
。
母
は
、
孫
叔
敖
を
育
て
た
母
、「
孟
母=

孟
母
三
遷
の
教
え
」
の

如
く
、
そ
の「
賢
明
さ
」
と
し
て
評
価
が
高
い
。
孫
叔
敖
の
父
（
イ
賈
）
は
、
自
分
を

引
き
立
て
た
楚
の
荘
王
を
覇
者
に
し
よ
う
と
励
む
が
、
結
局
「
司
馬
」
の
地
位
で

幽
閉
さ
れ
、
無
念
の
内
に
殺
さ
れ
た
。
こ
の
後
を
つ
い
だ
孫
叔
敖
が
、「
令
尹
」
と

い
う
最
高
位
ま
で
昇
進
し
、
荘
王
を
引
き
立
て《
ヒ
ツ
の
戦
い
》
に
て
勝
利
し
た
。

そ
し
て
、
見
事
覇
王
に
就
任
さ
せ
、
父
の
夢
を
成
就
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
死
を
前
に
し
て
息
子
に
あ
え
て「
寝
丘
（
楚
の
最
も
痩
せ
た
土
地
）
の

み
を
受
け
取
る
よ
う
に
」
と
遺
言
し
、
激
し
い
政
争
の
外
に
お
か
れ
、
子
孫
は
後

世
ま
で
繁
栄
し
た
と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
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す
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（
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）
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〇
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信
廣
、
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京
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子
大
学
。
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分
野
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国
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学
、
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詩
。

〈
註
３
〉
内
田
樹
『
寝
な
が
ら
学
べ
る
構
造
主
義
』
（
文
春
新
書
二
〇
〇
二
年
）

〈
註
４
〉
加
地
伸
行
『
漢
文
の
基
礎
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（
講
談
社
学
術
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庫
）
。
著
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は
、
大
阪
弁

で
砕
け
て
説
明
す
る
が
、
ま
た
、
荻
生
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の
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。
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言
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直
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